
22 年 1 月の調査の概要 

 

１．調査概要 

日本年金機構においてシステム刷新に向けてデータベースの整合性等を種々の観点から確認する

作業の一環として行ったもので、その結果第３号被保険者の加入記録について配偶者（第２号被保険

者）の加入記録との間で不整合となっている可能性のあるものが判明した。 

 

２．調査時期 … 平成２１年７～８月時点の被保険者記録を対象に調査を実施。（平成２２年１月） 

○「例・夫が 1 号で例・妻が 3 号」の該当件数を抽出 ⇒ 約 103 万件 

         ○その中から 100 件を抽出（60 歳以上 30％、60 歳未満 70％の割合）し、内容を   

点検。 ⇒ いわゆる“100 件サンプル調査” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（第３号被保険者記録） 

１）先ず、妻の記録の夫の基礎年

金番号㋑と同じ番号Ⓐを持つ夫の

資格記録を抽出。 

 

健康保険からの 

「被扶養配偶者の削

除情報」がないと、

不整合記録の判別は

できない。 

不整合 3号記録 

①
例
・
夫
が
２
号
→
１
号
で 

妻
が
未
届
け
。 

②
例
・
妻
の
収
入
が
１
３
０
万
円

以
上
で
、
妻
が
未
届
け
。 

③
例
・
妻
が
夫
と
死
別
・
離
別
で 

 
 

妻
が
未
届
け
。 

 

例・夫の厚生年金の記録 

 Ⓐ基礎年金番号      1234－567891 

 Ⓑ厚生年金資格 取得   昭 61 年 4 月 1 日 

 ⓒ厚生年金資格 喪失   平 16 年 7 月 1 日 

例・妻の国民年金の記録 

 ㋐妻の基礎年金番号    3456－789012 

㋑夫の基礎年金番号＝Ⓐ  1234－567891 

㋒国民年金 3号資格 取得 昭 61 年 4 月 1 日 

㋓国民年金 3号資格 喪失 記載無し 

・抽出対象 …  ①のケース 

・調査結果 … 103 万件 

２）次にその中から、妻の資格記

録（㋒㋓）と夫の資格記録（Ⓑⓒ）

を突き合わせ、不整合な記録を抽

出。（一人で複数件もあり） 
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